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このガイドについてこのガイドについてこのガイドについてこのガイドについて

ここでは、以下について説明します。

• 表記上の規則

• 本文中の記号

• 装置の記号

• ラックに関する注意

• 製品のWebサイト

表記上の規則表記上の規則表記上の規則表記上の規則
このガイドでは、表1の表記規則を採用しています。

表表表表1:  表記上の規則表記上の規則表記上の規則表記上の規則

項目項目項目項目 規則規則規則規則 例例例例

• 名前の付いた名前の付いた名前の付いた名前の付いた
キーキーキーキー

• キーキーキーキー 
シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス

太字太字太字太字で表記します Home、、、、Print Screen、、、、Num Lock、、、、Esc、、、、PgUp

2つのキーの間の正符号（+）は、それらのキーを同時
に押さなければならないことを示します 
Ctrl+A、、、、Ctrl+Home、、、、Alt+Ctrl+Del

• メニュー 
アイテム

• ボタン名

• ダイアログ 
ボックス名

[ ]で囲み、表記します [ファイル]メニューで、[保存]を選択します

[名前を付けて保存]ダイアログ ボックスで、ドライ
ブ、フォルダの順に選択します

ファイルをバックアップするには、[Backup Now]ボ
タンをクリックします

• ディレクトリ名 先頭のみ大文字で表記します
（UNIX、AIX、およびSolarisの
場合、それぞれの文字で大文
字と小文字を区別して表記
します）

ファイルを C:¥StorageSets¥Defaultディレクトリに保
存します

（UNIX、AIX、Solarisの場合）: ファイルを/home/newuser/
practiceディレクトリに保存します
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このガイドについて

• ユーザ入力
およびシステ
ム応答（出力
およびエラー 
メッセージ）

• コマンド名

• ドライブ名

先頭のみ大文字の
Monospaceフォントで表記
します

コマンド名は、大文字と小文
字を区別しない限り、すべて
大文字で表記します
（UNIX、AIX、およびSolarisコ
マンドでは大文字と小文字
が区別されるため、これらの
コマンドは大文字では表記
しません）

入力される変数は、山形かっ
こ（< >）の中に、すべて小
文字で表記します

ユーザ入力およびシステム応答:

• プログラムを終了するには、Exitとタイプします

• Continue?というメッセージが表示されます

コマンド名:

• プロンプトで、以下のコマンドをタイプします
SHOW THIS_CONTROLLER
（変数なし）

• 設定を確認するには、以下のコマンドを使用し
ます
SHOW <storagesets> FULL
（変数あり）

• SET THIS_CONTROLLERを使用して、パラメータ
を変更します

• ストレージを管理するには、RUN sysmgr.exeと
入力します

• （UNIX、AIX、Solarisの場合）: ファイルを一覧表
示するには、lsコマンドを使用します

• ドライブ名:
CD-ROMドライブに移動します
（通常、D:またはE:）

ファイル名 大文字と小文字を区別しな
い限り、イタリック体の小文
字で表記します。大文字と小
文字を区別する必要がある
場合（UNIX、AIX、Solaris）、
または一部を大文字にした
方が分かりやすい場合、それ
ぞれの文字で大文字と小文
字を区別して表記します

ストレージを設定するには、storageset.iniを編集します

変更は、NewSystemConfigurationFile.iniに保存されます

（UNIX、AIX、Solarisの場合）:エラーは、MixedCaseFile.txt
に記録されます

URL Arialフォントで表記します アップデート情報については、HP の Web サイト
http://the new.hp.com/（英語）を参照してください

表表表表1:  表記上の規則（続き）表記上の規則（続き）表記上の規則（続き）表記上の規則（続き）

項目項目項目項目 規則規則規則規則 例例例例
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このガイドについて

本文中の記号本文中の記号本文中の記号本文中の記号
本文中の以下の記号の意味を示します。

警告警告警告警告: その指示に従わないと、人体への傷害、生命の危険、または装置の損傷を引き起こす恐れが
あるという警告事項を表します。

注意注意注意注意: その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こす恐れがあるという注意事項
を表します。

重要重要重要重要: 詳しい説明や具体的な手順を示します。
注注注注: 解説、補足または役に立つ情報を示します。

装置の記号装置の記号装置の記号装置の記号

装置の表面または内部部品に触れると感電の危険があることを示します。カバー内には、
一般のユーザが修理できる部品は入っていません。

警告警告警告警告: 感電を防止するために、このカバーを開けないようにしてください。

これらの記号が貼付されたRJ-45ソケットはネットワーク インタフェース接続用である
ことを示します。

警告警告警告警告: 感電、火災または装置の損傷を防止するために、電話または電気通信用のコネクタ
をソケットに接続しないようにしてください。
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このガイドについて

装置の表面または内部部品の温度が非常に高くなる可能性があることを示します。この
表面に手を触れるとやけどをする場合があります。

警告警告警告警告: 表面が熱くなっているため、やけどをしないように、システムの内部部品が十分に
冷めてから手を触れてください。

電源やシステムにこれらの記号が付いている場合、装置の電源が複数あることを
示します。

警告警告警告警告: 感電しないように、電源コードをすべて抜き取ってシステムの電源を完全に
切ってください。

左のマークの付いた製品および機器は、1人で安全に取り扱うことができる重量を超えて
いることを示しています。

警告警告警告警告: けがや装置の損傷を防ぐために、ご使用の地域で定められた重量のある装置の安全
な取り扱いに関する規定に従ってください。

ラックに関する注意ラックに関する注意ラックに関する注意ラックに関する注意

警告警告警告警告: けがや装置の損傷を防止するために、次の点に注意してください。
• 水平脚を床まで延ばしてください。

• ラックの全重量が水平脚にかかるようにしてください。

• 1つのラックだけを設置する場合は、ラックに固定脚を取り付けてください。
• 複数のラックを設置する場合は、ラックを連結してください。

• ラック コンポーネントは一度に1つずつ引き出してください。一度に複数のラック コンポーネ
ントを引き出すと、ラックが不安定になる場合があります。

製品の製品の製品の製品のWebサイトサイトサイトサイト
HPのWebサイトでは、最新のドライバに関する製品情報を提供しています。HPのWebサイトhttp://
www.compaq.com/storage/tape_index.html（英語）にアクセスするには、インターネットにロ
グオンする必要があります。
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1
はじめにはじめにはじめにはじめに

HP StorageWorksパス スルー メカニズム（PTM）を使用すると、テープ カートリッジをHP
StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ間で移動させることができます。単一のPTMシステ
ムにより、最大8台のMSL5000ライブラリ（最大40Uの高さ）を連結してマルチユニット テープ
ライブラリ構成を作成できます。

注注注注: 設定内容の詳細について詳しくは、第2章の「インストールのプランニング」を参照してください。

注意注意注意注意: 装置の損傷やデータの消失を防止するために、すべてのマルチユニット テープ ライブラリ
コンポーネント（ライブラリおよびPTMコンポーネント）は、LTO Ultrium対応でなければなりま
せん。 

重要重要重要重要: マルチユニット ライブラリ構成のすべてのMSL5000シリーズ ライブラリは、同じドライブ タイプを
使用してください。マルチユニット ライブラリ構成内で、DLTおよびSDLTのドライブ タイプを混合させた
い場合は、アプリケーション ソフトウェアのベンダに問い合わせてから、テープ テクノロジごとにパー
ティションの管理を行ってください。

Ultriumカートリッジを使用した混合メディアは、 ファームウェア リビジョンが4.04以前のライブラリでは
サポートしていません。

PTMのインストール作業には、以下の手順が含まれます。

• PTMのインストールの準備

• PTMのインストール

• PTMのケーブル接続

• PTMの設定

注注注注: MSL5000シリーズのPTMは、TLシリーズまたはSSLシリーズのPTMと互換性がありません。
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はじめに

PTMのインストールの準備のインストールの準備のインストールの準備のインストールの準備

インストール手順を開始する前に、以下の手順に従ってください。

1. 同梱品のリストを参照して、PTMアップグレード キットに同梱のコンポーネントが揃ってい
るか確認します。

2. 必要な工具が揃っているか確認します。

3. ライブラリが動作可能か確認します。『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユー
ザ ガイド』の第4章を参照してください。

4. 適切なリビジョンのファームウェアを使用しているか確認します。第3章の「ファームウェ
ア リビジョンの確認」の項を参照してください。

PTMのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント

以下のコンポーネントが、通常、PTMキットに同梱されています。

• PTM（ベース ユニット）

• LANハブおよびブラケット

• プライマリ モーター ケーブル

• AC電源コード（U.S.のみ。各国固有の電源コードは付属していません。）

• Ethernetケーブル

以下のコンポーネントが、エクステンダ アップグレード キットに同梱されています。

• Ethernetケーブル1本

• 5Uまたは10U拡張ユニット

• 接続用ハードウェア

PTMのインストールに必要な工具のインストールに必要な工具のインストールに必要な工具のインストールに必要な工具

PTMのインストールを実行するには、以下の工具が必要です。

• #2プラス ドライバ（スタッビまたは直角）

• #1プラス ドライバ

• マイナス ドライバ

• 大型のペーパー クリップ

• ダイアゴナル カッティング プライヤー
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2
PTMのインストールのインストールのインストールのインストール

この章では、HP StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ用パス スルー メカニズム（PTM）の
インストール方法について説明します。この章は、次の項で構成されます。

• インストールのプランニング

• ライブラリの配置

• LANハブのインストール

• PTMベース ユニットの説明

• 単一のPTMベース ユニットのインストール

• PTMのインストールの準備（MSL5052/MSL5060）

• PTMベース ユニットへの拡張ユニットの追加

• 拡張PTMへの長いベルトのインストール

• 拡張PTMのインストール

• PTMおよびLANハブのケーブル接続
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インストールのプランニングインストールのプランニングインストールのプランニングインストールのプランニング

PTMは、以下のラック エンクロージャ筐体に搭載できます。

• Compaqラック7000/9000/10000シリーズ
• AlphaServer H9A

• hpラック システム/e

PTMには次の2種類があります。

• 出荷時に組み立て済みのPTM（ベース ユニット）。2台のMSL5026またはMSL5030ライブラ
リ（1台のマスタと1台のスレーブ）を接続するために使用できます。

• PTMベース ユニットと拡張ユニットの組み合わせ。合計の長さは、ラック エンクロージャ
にインストールされた隣接するMSL5000シリーズ ライブラリの合計の高さと同じです。

— MSL5026/MSL5030ライブラリの場合: 1台のマスタと最大7台の追加スレーブ

— MSL5052/MSL5060ライブラリの場合: 1台のマスタと最大3台の追加スレーブ

— 最大8台のMSL5000シリーズ ライブラリ（最大40U）の任意の組み合わせ

注注注注: 拡張ユニットのサイズは、5ユニット（5U）と10ユニット（10U）の2つがあります。

PTM拡張ユニットが必要な場合は、PTMシステム全体を組み立ててから、マルチユニット ライ
ブラリ構成の中にインストールします。

注意注意注意注意: どのライブラリにも電源を投入しないでください。電源が投入されたライブラリにPTMを
接続または切断しようとすると、ライブラリとPTMベース ユニットのPCBが破損することがあり
ます。

拡張ユニットの種類と数の確認拡張ユニットの種類と数の確認拡張ユニットの種類と数の確認拡張ユニットの種類と数の確認

PTMベース ユニットのサイズは、10Uです。拡張ユニットを追加するには、以下のガイドライン
に従ってください。

重要重要重要重要: キットの10-BaseTケーブルの要件により、10U拡張キットを使用してMSL5026/MSL5030スレーブを2
台追加することはできません。

MSL5026/MSL5030がマスタがマスタがマスタがマスタ ユニットの場合ユニットの場合ユニットの場合ユニットの場合
• スレーブとしてMSL5026/MSL5030を1台追加する場合は、拡張ユニットを追加する必要はあ
りません。
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• スレーブとしてMSL5052/MSL5060を1台追加する場合は、5U拡張ユニットを1つ追加する必
要があります。

• MSL5026/MSL5030スレーブを追加する場合は、2台目から、ユニットごとに5U拡張キットを
追加する必要があります。

• MSL5052/MSL5060スレーブを追加する場合は、2台目から、ユニットごとに10U拡張キット
を追加する必要があります。

MSL5052/MSL5060がマスタがマスタがマスタがマスタ ユニットの場合ユニットの場合ユニットの場合ユニットの場合
• MSL5026/MSL5030スレーブを追加する場合は、ユニットごとに5U拡張キットを追加する必
要があります。

• MSL5052/MSL5060スレーブを追加する場合は、ユニットごとに10U拡張キットを追加する
必要があります。

重要重要重要重要: キットに同梱されている10-BaseTケーブルの要件により、10U拡張キットを使用してMSL5026/MSL5030
スレーブを2台追加することはできません。

ライブラリの配置ライブラリの配置ライブラリの配置ライブラリの配置

PTMは、マルチユニット ライブラリ構成の最上部の2台のライブラリに接続しなければなりま
せん。追加のスレーブ ライブラリは、最初の2台のライブラリの下の任意の場所に、任意の順序
でインストールできます。追加のスタンドアロン ライブラリは、マルチユニット ライブラリ構
成の上にインストールすることもできます。

マルチ ライブラリ構成の最上部のライブラリ（マスタ）は、電源投入時の初期化中に、各ライ
ブラリの位置を検知します。

注意注意注意注意: 装置の損傷やデータの消失を防止するために、すべてのマルチユニット テープ ライブラリ
コンポーネント（ライブラリおよびPTMコンポーネント）は、LTO Ultrium対応でなければなりま
せん。

重要重要重要重要: マルチユニット ライブラリ構成のすべてのMSL5000シリーズ ライブラリは、同じドライブ タイプを
使用してください。マルチユニット ライブラリ構成内で、DLTおよびSDLTのドライブ タイプを混合させた
い場合は、アプリケーション ソフトウェアのベンダに問い合わせてから、テープ テクノロジごとにパー
ティションの管理を行ってください。

Ultriumカートリッジを使用した混合メディアは、 ファームウェア リビジョンが4.04以前のライブラリでは
サポートしていません。
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PTMのインストール

LANハブのインストールハブのインストールハブのインストールハブのインストール

PTMアップグレード キットには、8ポートのLANハブが含まれています。これは、ラック エンク
ロージャの側面にインストールするための専用のブラケットにあらかじめ取り付けられていま
す。LANハブは、インストール済みの各ライブラリを、ライブラリ コントローラ ボード上の10-BaseT
コネクタを介してWANに接続し、PTMの動作と通信を調節するために使用されます。

LANハブをインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. 図2-1～図2-4に示すように、ケージ ナットおよびクリップ ナットを取り付けます。

2. LANハブ ブラケットを慎重にインストールします。

図図図図2-1:  標準の標準の標準の標準の7000/8000/10000ラックラックラックラック エンクロージャにエンクロージャにエンクロージャにエンクロージャにLANハブをインストールするハブをインストールするハブをインストールするハブをインストールする

1 ラック エンクロージャの正面側

1
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図図図図2-2:  デュアルデュアルデュアルデュアルRETMA 9000/10000ラックラックラックラック エンクロージャにエンクロージャにエンクロージャにエンクロージャにLANハブをインストールするハブをインストールするハブをインストールするハブをインストールする

1 ラック エンクロージャの正面側

図図図図2-3:  H9Aラックラックラックラック エンクロージャにエンクロージャにエンクロージャにエンクロージャにLANハブをインストールするハブをインストールするハブをインストールするハブをインストールする

1 ラック エンクロージャの正面側

1

1
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PTMのインストール

図図図図2-4:  システムシステムシステムシステム/eラックにラックにラックにラックにLANハブをインストールするハブをインストールするハブをインストールするハブをインストールする

3. 付属のAC電源ケーブルを、LANハブと、ラック エンクロージャのAC電源コンセントに接続
します。ここではLANハブの電源を入れないでください。

4. 各ライブラリについて、10-BaseTケーブルをLANハブに接続します。接続手順については、
「PTMおよびLANハブのケーブル接続」の項を参照してください。

5. ネットワーク ケーブルをLANハブに接続します。接続手順については、「PTMおよびLANハブの
ケーブル接続」の項を参照してください。

1
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PTMベースベースベースベース ユニットの説明ユニットの説明ユニットの説明ユニットの説明

PTMベース ユニットは、出荷時に組み立て済みで、次のコンポーネントを含んでいます（図2-5
を参照）。

図図図図2-5:  PTMベースベースベースベース ユニットユニットユニットユニット

単一の単一の単一の単一のPTMベースベースベースベース ユニットのインストールユニットのインストールユニットのインストールユニットのインストール

単一のPTMベース ユニットをインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. 『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』の手順に従って、図2-6に示
すように、2台のMSL5026/MSL5030ライブラリをインストールします。

1 ドライブ モーター プーリー 7 ベルト テンショナー ランプおよび
アイドラー プーリー

2 ドライブ ベルト 8 プライマリ モーター ケーブル
3 ベルト ブロック ブラケット アクセス 

カットアウト
9 プライマリ モーター ケーブル コネクタ

4 メディア エレベータ搬送器 - 将来使用するための予備

5 ベルト ブロックおよびブラケット q プリント回路基板（PCB）、モーター 
コントローラ

6 つまみネジ（上、中、および下） w ドライブ モーター

7

3

5

8

q

2w

6

4

1

6

6

-

9
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PTMのインストール

重要重要重要重要: ラック エンクロージャの正面から各ライブラリを順に引き出して、下側のライブラリのPTMカバー プ
レートの上部ネジにアクセスできるようにする必要があります。ネジの位置については、図2-8を参照して
ください。

注意注意注意注意: どちらのライブラリにも電源を投入しないでください。電源が投入されたライブラリにPTM
ベース ユニットを接続または切断しようとすると、ライブラリとPTMベース ユニットのPCBが
破損することがあります。

図図図図2-6:  MSL5026/MSL5030ライブラリのインライブラリのインライブラリのインライブラリのインストール（図はストール（図はストール（図はストール（図は9000ラックラックラックラック エンクローエンクローエンクローエンクロージャをジャをジャをジャを
示しています）示しています）示しています）示しています）

注注注注: ライブラリをインストールした後で、各ライブラリをラック エンクロージャに、フロント ベゼルのつま
みネジを使用して固定してください。

2. PTMカバー プレート開口部に隣接するベイから、ブランク パネルまたはドライブ シュー ア
センブリ1を取り外します（図2-7を参照）。

a. ブランク パネルまたはドライブ シュー アセンブリ1の上と下にある固定用ネジを緩め
ます。

b. ブランク パネルを取り外すか、ドライブ シュー アセンブリ1のハンドルをまっすぐ後ろに
引いて抜き取ります。ドライブ シュー アセンブリをホットプラグ対応コネクタから抜
き取る際には、最初の抵抗を乗り越えるためにある程度の力が必要な場合があるので注
意してください。ゆっくりと揺り動かすことにより、取り外しが容易になる場合があり
ます。
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c. ドライブ シュー アセンブリ1を完全に取り外します。ドライブ シュー アセンブリ1を支
えながら抜き取るのを継続して、ライブラリのホットプラグ対応コネクタの背面から
テープ ドライブ ハードウェアをすべて取り外します。

図図図図2-7:  ドライブドライブドライブドライブ ベイベイベイベイ1へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
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3. PTMカバー プレートを取り外します。

注注注注: PTMカバー プレートが取り外されていない場合は、ラック エンクロージャの正面から各ライブラ
リを順に引き出して、下側のライブラリのPTMカバー プレートの上部ネジにアクセスできるようにす
る必要があります。

a. #1プラス ドライバを使用して、カバー プレートを各ライブラリ シャーシ上部に固定して
いるネジを取り外します。

b. スタッビ型または直角型の#2プラス ドライバを使用して、カバー プレートを各ライブラ
リ シャーシのドライブ ケージの内側に固定しているネジを取り外します。

c. #2プラス ドライバを使用して、PTMカバー プレートを各ライブラリ シャーシ背面に固定
しているネジを取り外します（図2-8を参照）。

重要重要重要重要: PTMカバー プレートやネジを廃棄しないでください。ユニットの運搬が必要になるようなことが
あれば、運搬中の破損を防ぐために、必ず、PTMカバー プレートを取り付けてください。

図図図図2-8:  PTMカバーカバーカバーカバー プレートの取り外しプレートの取り外しプレートの取り外しプレートの取り外し
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4. PTMベース ユニットをインストールします（図2-9を参照）。

a. PTMベース ユニットを下から支えながら、ハンドルを持ちます。

b. PTMベース ユニットを上側のライブラリに慎重に挿入して、上部のピンが完全にはまっ
たことを確認します。

c. PTMベース ユニットの上と中上のつまみネジを使用して、PTMベース ユニットを上側
のライブラリに固定します。

注注注注: 下のピンを下側の（スレーブ）ライブラリに合わせるのが困難な場合は、スレーブ ライブラリ
を前に少し押し出します。その後、PTMベース ユニットに向かって引くことによってはめ込み、下
のつまみネジを締めます。

d. PTMベース ユニットの中下と下のつまみネジを使用して、PTMベース ユニットを下側の
ライブラリに固定します。

注注注注: 下側のライブラリをPTMベース ユニットに合わせることがまだできない場合は、下側のライブ
ラリの背面のレール ブラケット ネジをわずかに緩めて、位置を変えてから、PTMベース ユニット
に固定します。その後、背面のレール ブラケット ネジを締めなおします。

図図図図2-9:  PTMベースベースベースベース ユニットのインストールユニットのインストールユニットのインストールユニットのインストール

5. この章の「PTMおよびLANハブのケーブル接続」の手順に従って、PTMベース ユニットを接
続します。
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6. 必要に応じて、前の手順で取り外したドライブ アセンブリおよびカバーをインストールし
ます。

7. 必要に応じて、ユニット正面のつまみネジを締めて、ベゼルを元に戻します。

PTMのインストールの準備（のインストールの準備（のインストールの準備（のインストールの準備（MSL5052/MSL5060））））
PTMのインストールを準備するには、以下の手順に従ってください。

注注注注: 2台のMSL5052またはMSL5060ライブラリを接続するには、PTMベース ユニットに10U拡張ユニットを
追加する必要があります。この章の「PTMベース ユニットへの拡張ユニットの追加」を参照してください。
1. 『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』の手順に従って、図2-10に示
すように、2台のMSL5052/MSL5060ライブラリをインストールします。

重要重要重要重要: ラック エンクロージャの正面から各ライブラリを順に引き出して、下側のライブラリのPTMカバー プ
レートの上部ネジにアクセスできるようにする必要があります。ネジの位置については、図2-12を参照して
ください。

注意注意注意注意: どのライブラリにも電源を投入しないでください。電源が投入されたライブラリでPTMベー
ス ユニットを接続または切断しようとすると、ライブラリとPTMのPCBが破損することがあります。
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図図図図2-10:  MSL5052/MSL5060ライブラリのインストール（図はライブラリのインストール（図はライブラリのインストール（図はライブラリのインストール（図は9000ラックラックラックラック エンクロージャをエンクロージャをエンクロージャをエンクロージャを
示しています）示しています）示しています）示しています）

注注注注: ライブラリをインストールした後で、各ライブラリをラック エンクロージャに、フロント ベゼルのつま
みネジを使用して固定してください。

2. 各ライブラリのPTMカバー プレートの開口部に隣接するベイから、ブランク パネルまたは
ドライブ シュー アセンブリ1および3を取り外します（図2-11を参照）。

a. ブランク パネルまたはドライブ シュー アセンブリ1および3の上と下にある固定用ネジ
を緩めます。
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b. ブランク パネルを取り外すか、ドライブ シュー アセンブリ1および3のハンドルをまっす
ぐ後ろに引いて抜き取ります。ドライブ シュー アセンブリをホットプラグ対応コネクタ
から抜き取る際には、最初の抵抗を乗り越えるためにある程度の力が必要な場合がある
ので注意してください。ゆっくりと揺り動かすことにより、取り外しが容易になる場合
があります。

c. ドライブ シュー アセンブリ1および3を完全に取り外します。ドライブ シュー アセンブリ
1および3を支えながら抜き取るのを継続して、ライブラリのホットプラグ対応コネクタ
の背面からテープ ドライブ ハードウェアをすべて取り外します。

図図図図2-11:  ドライブドライブドライブドライブ ベイベイベイベイ1およびおよびおよびおよび3へのアクセス（へのアクセス（へのアクセス（へのアクセス（MSL5052/MSL5060））））
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3. PTMカバー プレートを取り外します。

注注注注: PTMカバー プレートが取り外されていない場合は、ラック エンクロージャの正面から各ライブラ
リを順に引き出して、下側のライブラリのPTMカバー プレートの上部ネジにアクセスできるようにす
る必要があります。

a. #1プラス ドライバを使用して、カバー プレートを各ライブラリ シャーシ上部に固定して
いるネジを取り外します。

b. スタッビ型または直角型の#2プラス ドライバを使用して、カバー プレートを各ライブ
ラリ シャーシのドライブ ケージの内側に固定しているネジを取り外します。

c. #2プラス ドライバを使用して、PTMカバー プレートを各ライブラリ シャーシ背面に固
定しているネジを取り外します（図2-12を参照）。

注注注注: PTMカバー プレートやネジを廃棄しないでください。ユニットの運搬が必要になるようなこと
があれば、必ず、PTMカバー プレートを取り付けてください。
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図図図図2-12:  PTMカバーカバーカバーカバー プレートの取り外し（プレートの取り外し（プレートの取り外し（プレートの取り外し（MSL5052/MSL5060））））
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PTMベースベースベースベース ユニットへの拡張ユニットの追加ユニットへの拡張ユニットの追加ユニットへの拡張ユニットの追加ユニットへの拡張ユニットの追加

PTMベース ユニットに拡張ユニットを追加するには、テーブルや作業台などの、清潔で平らな
作業領域が必要です。テーブルや作業台は、PTMベース ユニットとすべての拡張ユニットの全
長を支えるのに十分な長さでなければなりません。以下の手順に従って、PTMベース ユニット
に拡張ユニットを追加してください。

注注注注: この手順の間、すべてのネジ、PTMベース ユニットのボトム ブラケット、ベルト テンショナー ランプ
およびアイドラー プーリー スプリング、および関連ハードウェアを必ず保管しておいてください。これら
の品目は、拡張ユニットを追加する際に再び使用しなければなりません。

1. PTMベース ユニットからボトム プレートを取り外します（図2-13を参照）。

図図図図2-13:  ボトムボトムボトムボトム プレートをプレートをプレートをプレートをPTMベースベースベースベース ユニットから取り外すユニットから取り外すユニットから取り外すユニットから取り外す

2. メディア エレベータ搬送器を、PTMベース ユニットの上部にスライドさせます（図2-14を参
照）。PTMベース ユニットの上部にはドライブ モーターがあることに注意してください。

注注注注: メディア エレベータ搬送器は、現在、PCBおよびドライブ モーターの横にあるベルト ブロック ブ
ラケット アクセス カットアウトの上に配置されていなければなりません。
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図図図図2-14:  メディアメディアメディアメディア エレベータ搬送器の位置エレベータ搬送器の位置エレベータ搬送器の位置エレベータ搬送器の位置

3. 大型のペーパー クリップをアイドラー プーリー ベースの穴に通して、アイドラー プーリー
の張力が0になるようにセットします（図2-14を参照）。

4. PTMを裏返して、ベルト ブロック ブラケット アクセス カットアウトにアクセスします（図
2-15を参照）。

注意注意注意注意: ベルト ブロック ブラケット アセンブリで手順を実行する場合は、PTMメディア エレベータ
搬送器が破損しないように、必ず、下から支えてください。

5. 2つのベルト ブロック ブラケットのそれぞれからネジを1本取り外します。もう1本のネジを
緩めて、各ベルト ブロック ブラケットを脇によけて、ドライブ ベルトにアクセスできるよ
うにします（図2-15を参照）。
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図図図図2-15:  ベルトベルトベルトベルト ブロックブロックブロックブロック ブラケットブラケットブラケットブラケット アクセスアクセスアクセスアクセス カットアウトカットアウトカットアウトカットアウト

6. PTMベース ユニットを裏返して、ドライブ ベルトを、メディア エレベータ搬送器、ベルト
テンショナー ランプ、およびアイドラー プーリーから取り外します（図2-5を参照）。

7. ベルトを廃棄します。

8. ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリー コンポーネントを、以下の手順に
従って取り外します（図2-16を参照）。

a. 2本のネジとスプリングを、ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリーから
取り外します。

b. ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリーをPTMベース ユニットに固定し
ている2本のネジを取り外します。

c. ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリーを取り外します。

重要重要重要重要: ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリー スプリング、および関連ハードウェ
アは、この後のインストール手順で使用するために保管しておいてください。また、ハードウェア
を間違えて取り付けないように、必要に応じて、手順11と12を参照し、この時点で最後の拡張ユニッ
トにハードウェアを取り付けてください。
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図図図図2-16:  ベルトベルトベルトベルト テンショナーテンショナーテンショナーテンショナー ランプおよびアイドラーランプおよびアイドラーランプおよびアイドラーランプおよびアイドラー プーリーの取り外しプーリーの取り外しプーリーの取り外しプーリーの取り外し

9. 5Uまたは10Uの拡張ユニットを、以下の手順に従って取り付けます（図2-17を参照）。

a. 拡張ユニットのアライメント ピンを、PTMベース ユニットの下部にある対応するスロッ
トに挿入します。
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図図図図2-17:  5Uまたはまたはまたはまたは10Uの拡張ユニットの取り付けの拡張ユニットの取り付けの拡張ユニットの取り付けの拡張ユニットの取り付け

b. 2つの細いタイ バーのピンを、拡張ユニットとPTMベース ユニットの穴に合わせ（図2-18
を参照）、4本の取り付けネジ（細いタイ バーのそれぞれに2本のネジ）を使用して取り
付けます。

c. 大きなタイ バー（面取りされた辺がPTMベース ユニットと拡張ユニットの内側の角を向
くようにします）を、4本の取り付けネジを使用して取り付けます（図2-18を参照）。

図図図図2-18:  タイタイタイタイ バーのインストールバーのインストールバーのインストールバーのインストール

1
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10. 拡張ユニットごとに手順9を繰り返します。

11. 下部絶縁体留め具をPTMベース ユニットから取り外して、拡張PTMの最後のユニットの対
応する取り付け穴に取り付けます（1、図2-18）。

12. ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリーを、前の手順で取り外した2本のネ
ジを使用して、拡張ユニットに固定します（図2-16を参照）。

13. ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリー スプリングを、前の手順で取り外し
た2本のネジを使用して固定します（図2-16を参照）。

拡張拡張拡張拡張PTMへの長いベルトのインストールへの長いベルトのインストールへの長いベルトのインストールへの長いベルトのインストール

拡張ベルトをインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. 拡張ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリー ベースで、テンショナー ラン
プの穴が、テンショナーのベースの穴と一致するまでスプリングを押します。

2. 大型のペーパー クリップを穴に通します。これにより、アイドラー プーリーがゼロ位置に
セットされます（図2-19を参照）。

図図図図2-19:  テンショナーテンショナーテンショナーテンショナー ランプおよびアイドラーランプおよびアイドラーランプおよびアイドラーランプおよびアイドラー プーリーのゼロプーリーのゼロプーリーのゼロプーリーのゼロ ポイントポイントポイントポイント
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3. タイミング ベルトを、ベルト テンショナー ランプおよびアイドラー プーリーの上部に通
し、次にモーター ドライブ プーリーに通します。ベルトの歯が両方のプーリーにかみ合っ
ていることを確認します（図2-20および図2-21を参照）。

図図図図2-20:  拡張ユニットへのタイミング拡張ユニットへのタイミング拡張ユニットへのタイミング拡張ユニットへのタイミング ベルトのインストールベルトのインストールベルトのインストールベルトのインストール

図図図図2-21:  タイミングタイミングタイミングタイミング ベルトのインストールベルトのインストールベルトのインストールベルトのインストール

4. メディア エレベータ搬送器を、ベルト ブロック アクセス カットアウトの上に配置します（図
2-14を参照）。
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5. タイミング ベルトの両端が、メディア エレベータ搬送器の下の、ベルト ブロック アクセス
カットアウトの中央に来るようにします。

6. PTMを裏返します。

注意注意注意注意: ベルト ブロック ブラケット アセンブリで手順を実行する場合は、PTMメディア エレベータ
搬送器が破損しないように、必ず、下から支えてください。

7. タイミング ベルトの両端を、ベルト ブロックの上に置きます（図2-22を参照）。

図図図図2-22:  ベルトベルトベルトベルト ブロック上のタイミングブロック上のタイミングブロック上のタイミングブロック上のタイミング ベルトベルトベルトベルト

8. ダイアゴナル カッティング プライヤーを使用して、ドライブのベルトを切断します。ベル
トのサイズが正しければ、ベルトの間に小さな隙間が見えます。

9. タイミング ベルトを、2つのベルト ブラケットと、4本の固定用ネジで固定します。

注注注注: タイミング ベルトは、上側から固定します。
10. 前の手順で挿入した大型のペーパー クリップを取り外すと、初期ベルト張力が自動的に
セットされます。
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11. 前の手順でPTMベース ユニットから取り外したボトム プレートを、前の手順で取り外した
固定用ネジを使用してインストールします（図2-23を参照）。

図図図図2-23:  ボトムボトムボトムボトム プレートのインストールプレートのインストールプレートのインストールプレートのインストール

拡張拡張拡張拡張PTMのインストールのインストールのインストールのインストール

拡張PTMをインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. PTMベース ユニットを下から支えながら、ハンドルを持ちます（図2-9を参照）。

2. 拡張PTMを上側のライブラリに慎重に挿入して、上部のピンが完全にはまったことを確認し
ます。

3. PTM拡張ユニットのつまみネジを使用して、拡張PTMを上側の（マスタ）ライブラリに固定
します。

重要重要重要重要: 下のピンを下側の（スレーブ）ライブラリに合わせるのが困難な場合は、それらのスレーブ ライ
ブラリを前に少し押し出します。その後、拡張PTMに向かってそれらを（一度に1台ずつ）引くことに
よってはめ込み、適切なつまみネジを締めます。

注注注注: MSL5052/MSL5060ライブラリの場合、ユニットの中央の穴は、ネジ山を切ったり、つまみネジを挿入
したりしないようにします。上下のつまみネジは、PTM拡張ユニットをライブラリに固定するために使用
します。

4. PTM拡張ユニットのつまみネジを使用して、拡張PTMをマルチユニット ライブラリ構成の残
りのライブラリに（順番に）固定します。
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注注注注: 下側の（スレーブ）ライブラリを拡張PTMに合わせることがまだできない場合は、そのライブラリ
の背面のレール ブラケット ネジをわずかに緩めて、位置を変えてから、拡張PTMに固定します。その
後、背面のレール ブラケット ネジをすべて締めなおします。

5. 必要に応じて、前の手順で取り外したドライブ アセンブリとカバーをすべて取り付けます。

6. 必要に応じて、ユニットの正面にあるつまみネジを締めます。

7. 次に、データ ケーブルを拡張PTMに接続することができます。この章の「PTMおよびLANハ
ブのケーブル接続」の項を参照してください。
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PTMおよびおよびおよびおよびLANハブのケーブル接続ハブのケーブル接続ハブのケーブル接続ハブのケーブル接続

この項では、マルチユニット ライブラリ構成（シングル マスタおよびスレーブ）でデータ ケー
ブルをPTMおよびLANハブに接続する方法について説明します。次の構成について示します。

注意注意注意注意: ケーブルの接続が完了するまで、どのライブラリにも電源を投入しないでください。電源が
投入されたライブラリでPTMを接続または切断しようとすると、ライブラリとPTMのPCBが破損
することがあります。

すべての適切なデータ ケーブルを接続した後、GUIタッチ スクリーンを使用したPTMの設定の
詳細については、「3　PTMの設定 」を参照してください。

マルチユニットマルチユニットマルチユニットマルチユニット ライブラリ構成（シングルライブラリ構成（シングルライブラリ構成（シングルライブラリ構成（シングル マスタおよびマスタおよびマスタおよびマスタおよびスレーブ）スレーブ）スレーブ）スレーブ）

図2-24に、シングル マスタおよびスレーブ ライブラリ構成を使用した、マルチユニット ライブ
ラリ構成の接続方法を示します。

重要重要重要重要: すべてのライブラリの電源を切断していなければなりません。
注注注注: SCSIケーブル、特定のニーズに合ったSCSIターミネータ、追加のマルチユニット ライブラリ、および
SCSI構成情報については、『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』の付録Eを参照
してください。
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図図図図2-24:  MSL5052/MSL5060マルチユニットマルチユニットマルチユニットマルチユニット ライブラリ構成（シングルライブラリ構成（シングルライブラリ構成（シングルライブラリ構成（シングル マスタおよびマスタおよびマスタおよびマスタおよび
スレーブ）スレーブ）スレーブ）スレーブ）

重要重要重要重要: 追加のスレーブには、拡張PTMシステムが必要です。「PTMベース ユニットへの拡張ユニットの追加」、
「拡張PTMへの長いベルトのインストール」、「拡張PTMのインストール」の項を参照してください。

WAN

WAN
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3
PTMの設定の設定の設定の設定

パス スルー メカニズム（PTM）のインストールが完了したら、ライブラリをマルチユニット ラ
イブラリ構成として正常に動作するように設定する必要があります。

注注注注: マスタ ライブラリは、完全に動作するGUI機能を持ちます。スレーブ ライブラリは、一部のGUI機能し
か持ちません。

ライブラリを設定する前に、以下の手順に従ってください。

1. 『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』の説明に従って、ライブラ
リが接続されていることを確認します。

2. ルータの電源を入れます。

3. ライブラリの電源を入れ、電源投入時セルフテスト（POST）が完了し、コンパック初期画面
またはステータス画面がディスプレイに表示されるまで待ちます。電源投入時の手順の詳
細については、『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』を参照してく
ださい。
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マスタマスタマスタマスタ ライブラリの設定ライブラリの設定ライブラリの設定ライブラリの設定
1. マスタ ライブラリのグラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）タッチ スクリーンを使用
して、ステータス画面から[Menu]ボタンを押します（図3-1を参照）。GUIタッチ スクリーンの
操作方法については、『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』を参
照してください。

重要重要重要重要: ファームウェア リビジョン2.xxを使用しているライブラリがスレーブとしてすでに設定されている
場合は、まずスタンドアロンに変更してから、マスタとして設定するかまたはファームウェア リビジョン
4.04に更新しなければなりません。

図図図図3-1:  ライブラリライブラリライブラリライブラリ ステータス画面（図はステータス画面（図はステータス画面（図はステータス画面（図はMSL5052の画面を示しています）の画面を示しています）の画面を示しています）の画面を示しています）

2. GUIの[Edit Options]エリアにある[Library]ボタンを押します（図3-2を参照）。

図図図図3-2:  メニュー画面メニュー画面メニュー画面メニュー画面

重要重要重要重要: ライブラリのステータスLEDインジケータが緑色で点滅して、現在のライブラリ動作に割り込む変更
がGUIで行われていることを示します。
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3. 適切なサービス パスワードを入力して、[Validate]ボタンを押します。パスワードの設定の詳
細については、『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』を参照して
ください。

4. ディスプレイの下部に[Module Configuration]メニュー オプションが表示されるまで、下向き
の矢印（▼）を押します（図3-3を参照）。

注注注注: 下向きの矢印（▼）を押すことにより、次のライブラリ オプション画面に順に移動できます。前の
ライブラリ オプション画面に戻るには、上向きの矢印（▲）を押すか、[Back]ボタンを押してメニュー
画面に戻ります。

図図図図3-3:  [Module Configuration]選択画面選択画面選択画面選択画面

5. [Module Configuration]メニュー オプションの横のボタンを押し、次に、[Master]ボタンを押し
ます（図3-4を参照）。

図図図図3-4:  [Module Configuration]画面画面画面画面
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6. [Save]ボタンに触れて、要求を確認します。

7. [OK]を押して、新しいオプションを保存します。その後、ライブラリは自動的に再起動し、
新しいオプションで設定されます（図3-5を参照）。

注注注注: ライブラリが再起動した後は、ライブラリのステータスLEDインジケータが緑色で点灯して、ライ
ブラリが完全に動作可能になっていることを示します。

図図図図3-5:  [Module Configuration]の確認画面の確認画面の確認画面の確認画面
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スレーブスレーブスレーブスレーブ ライブラリの設定ライブラリの設定ライブラリの設定ライブラリの設定

残りのライブラリをスレーブとして設定するには、以下の手順に従ってください。

1. ラック エンクロージャのスタンドアロン ライブラリのGUIタッチ スクリーンを使用して、
ステータス画面から[Menu]ボタンを押します（図3-1を参照）。

2. GUIの[Edit Options]エリアにある[Library]ボタンを押します（図3-2を参照）。

重要重要重要重要: ライブラリのステータスLEDインジケータが緑色で点滅して、現在のライブラリ動作に割り込む
変更がGUIで行われていることを示します。

3. 適切なサービス パスワードを入力して、[Validate]ボタンを押します。パスワードの設定の詳
細については、『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』を参照して
ください。

4. ディスプレイの下部に[Module Configuration]メニュー オプションが表示されるまで、下向き
の矢印（▼）を押します（図3-3を参照）。

注注注注: 下向きの矢印（▼）を押すことにより、次のライブラリ オプション画面に順に移動できます。前の
ライブラリ オプション画面に戻るには、上向きの矢印（▲）を押すか、[Back]ボタンを押してメニュー
画面に戻ります。

5. [Module Configuration]メニュー オプションの横のボタンを押して、[Slave]ボタンを押します
（図3-4を参照）。

6. [Save]ボタンを押して、要求を確認します。

7. [OK]を押して、新しいオプションを保存します。その後、ライブラリは自動的に再起動し、
新しいオプションで設定されます（図3-5を参照）。

注注注注: ライブラリが再起動した後は、ライブラリのステータスLEDインジケータが緑色で点灯して、ライ
ブラリが完全に動作可能になっていることを示します。

8. この手順を繰り返して、残りのライブラリをスレーブとして設定します。

以上で、マルチユニット ライブラリ構成の準備は完了し、ファームウェアの確認を行うことが
できます。操作手順については、『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』
を参照してください。
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設定の確認設定の確認設定の確認設定の確認

設定を確認するには、Cartridge Cycle診断を実行します。

1. マスタ ユニットに、複数のカートリッジをロードします。

2. マスタのGUIのステータス画面で、[Menu]を押します。

3. （[Utilities]エリアにある）[Diagnostics]を押します。

4. 適切なパスワードを入力して、必要があれば、[Validate]を押します。

5. [Cartridge Cycle]を押します。 Cartridge Cycle診断画面が表示されます。

図図図図3-6:  Cartridge Cycle診断画面診断画面診断画面診断画面

6. [Start]を押してテストを開始します。"Test is running"というメッセージが表示されます。
7. [Stop]（最初の[Start]ボタン）を押して診断を終了します。
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マルチユニットマルチユニットマルチユニットマルチユニット ライブラリ構成からスタンドアロン構成への変換ライブラリ構成からスタンドアロン構成への変換ライブラリ構成からスタンドアロン構成への変換ライブラリ構成からスタンドアロン構成への変換

マルチユニット ライブラリ構成をスタンドアロン構成に変換する場合、必ず、以下の手順に従っ
てください。

1. スレーブ ユニットをスタンドアロンに変換します。

2. マスタ ユニットをスタンドアロンに変換します。

3. すべてのライブラリの電源を切ります。

注意注意注意注意: モーター ケーブルを抜き取る前に、すべてのライブラリの電源を切る必要があります。電源
を切らないと、ライブラリとPTMが破損します。

4. PTMのモーター ケーブルを抜き取ります。
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ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェア リビジョンの確認リビジョンの確認リビジョンの確認リビジョンの確認

マルチユニット ライブラリ構成に必要な推奨の最小ファームウェア リビジョンは、DLTのみの
ライブラリは3.19、LTO Ultrium互換ライブラリは4.04です。

マスタのファームウェア リビジョンを確認するには、以下の手順に従ってください。

1. ライブラリの電源を入れます。

a. 付属の各電源コードを、各パワー サプライのコンセントに接続します。

b. 各電源スイッチをオンに切り替えます。

c. GUIタッチ スクリーンの任意の場所を押し、画面を表示しライブラリの電源を入れます。

注注注注: ライブラリの電源投入手順について詳しくは、『hp StorageWorks MSL5000シリーズ ライブラリ
ユーザ ガイド』の第2章を参照してください。

2. POSTが完了したら、[Menu]を押します。

3. [View System Data]エリアにある[Library Info]を押します。

4. [Miscellaneous Library Info]画面にファームウェア リビジョンが表示されます。

5. 必要に応じて、マスタを適切なファームウェア リビジョンに更新します。

注注注注: マスタを更新すると、接続しているスレーブは、自動的に更新されます。

ファームウェアの更新ファームウェアの更新ファームウェアの更新ファームウェアの更新

マルチユニット ライブラリ構成の各MSL5000は、リモート管理インタフェースまたはMSL5000Util.exe
診断ユーティリティおよび診断ケーブルを使用して、個別にフラッシュすることができます。

注注注注: 最初にマスタをフラッシュすると、GUIの手順に従って、すべてのスレーブにも、更新が自動的に反映
されます。
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リモート管理インタフェースを介した更新リモート管理インタフェースを介した更新リモート管理インタフェースを介した更新リモート管理インタフェースを介した更新
リモート管理インタフェースを使用してファームウェアを更新する場合は、Ethernet接続でイ
ンターネットに接続する必要があります。
1. リモート管理インタフェースにログインします。

注注注注: リモート管理インタフェースのセットアップと使用方法の詳細については、『hp StorageWorks MSL5000
シリーズ ライブラリ ユーザ ガイド』を参照してください。 

2. [Function]をクリックします。

3. 下にスクロールし,[Library Flash Operation]を表示します。

図図図図3-7:  リモート管理インタフェースを使用してファームウェアを更新するリモート管理インタフェースを使用してファームウェアを更新するリモート管理インタフェースを使用してファームウェアを更新するリモート管理インタフェースを使用してファームウェアを更新する

4. [Flash Library from Remote File]または[Flash Library from Local File]を選択します。

注注注注: [Flash Library from Local File]を選択した場合は、*binファイルをIP Address/uploadのライブラリにあ
る/uploadディレクトリにコピーしなければなりません。 

5. [Start the Flash]をクリックします。ライブラリのファームウェアは自動的に更新します。

6. ライブラリが再起動します。ファームウェア リビジョンが正しく更新されていることを確
認します。
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シリアル接続を介した更新シリアル接続を介した更新シリアル接続を介した更新シリアル接続を介した更新
MSL5000Util.exeを使用してファームウェアを更新する場合は、次が必要です。
• MSL5000Util.exeおよび適切なリビジョンのファームウェア。HPのWebサイト

http://www.compaq.
com/storage/tape_index.html（英語）からダウンロードできます。

• RS-232ケーブル アセンブリ（シリアルRJ11-DB9コネクタ）
• 空きシリアル ポートのあるPC

ファームウェアのフラッシュ手順ファームウェアのフラッシュ手順ファームウェアのフラッシュ手順ファームウェアのフラッシュ手順
1. PCにMSL5000Util.exeをインストールします。

2. ファームウェア イメージ（*.bin）を、MSL5000Util.exeをインストールしたディレクトリと同
じディレクトリにコピーします。

3. 付属のケーブル アセンブリを使用して、ライブラリの診断ポートをPCに接続します。

4. MSL5000Util.exeを起動します。

5. [Connect]をクリックして、ケーブル アセンブリが接続されているPCシリアル ポートを選択
し、[OK]をクリックします。

6. [Download]、[Browse]の順にクリックします。ファームウェア イメージ*.binを格納している
ディレクトリに移動します。

7. [OK]をクリックします。ライブラリのファームウェアは自動的に更新されます。

重要重要重要重要: フラッシュ プロセスが完了しない場合、[Connect]ウィンドウで、遅いボーレートを選択して、も
う一度フラッシュしてください。

8. ライブラリが再起動します。ファームウェア リビジョンが正しく更新されていることを確認
してください。



MSL5000シリーズ パス スルー メカニズム リファレンス ガイド A-1

A
規定に関するご注意規定に関するご注意規定に関するご注意規定に関するご注意

ご使用になっている装置にVCCIマークが付いていましたら、次の説明文をお読みください。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技
術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオ
やテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

VCCIマークが付いていない場合には、次の点にご注意ください。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスA情報技
術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場
合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

各国別勧告各国別勧告各国別勧告各国別勧告

以下に日本以外の国や地域での規定を掲載します。

Federal Communications Commission Notice

Part 15 of the Federal Communications Commission (FCC) Rules and Regulations has established Radio 
Frequency (RF) emission limits to provide an interference-free radio frequency spectrum. Many 
electronic devices, including computers, generate RF energy incidental to their intended function and are, 
therefore, covered by these rules. These rules place computers and related peripheral devices into two 
classes, A and B, depending upon their intended installation. Class A devices are those that may 
reasonably be expected to be installed in a business or commercial environment. Class B devices are 
those that may reasonably be expected to be installed in a residential environment (i.e., personal 
computers). The FCC requires devices in both classes to bear a label indicating the interference potential 
of the device as well as additional operating instructions for the user.

The rating label on the device shows which class (A or B) the equipment falls into. Class B devices have 
an FCC logo or FCC ID on the label. Class A devices do not have an FCC logo or FCC ID on the label. 
Once the class of the device is determined, refer to the following corresponding statement.
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Class A Equipment

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, pursuant 
to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference when the equipment is operated in a commercial environment. This equipment generates, 
uses, and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the 
instructions, may cause harmful interference to radio communications. Operation of this equipment in a 
residential area is likely to cause harmful interference, in which case the user will be required to correct 
the interference at personal expense.

Class B Equipment

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can 
be determined by turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the 
interference by one or more of the following measures:
• Reorient or relocate the receiving antenna.
• Increase the separation between the equipment and receiver.
• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 

connected.
• Consult the dealer or an experienced radio or television technician for help.

Modifications

The FCC requires the user to be notified that any changes or modifications made to this device that are 
not expressly approved by Hewlett-Packard Company may void the user's authority to operate the 
equipment.

Cables

Connections to this device must be made with shielded cables with metallic RFI/EMI connector hoods in 
order to maintain compliance with FCC Rules and Regulations.
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Declaration of Conformity for products marked with the FCC logo - 
United States only

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two conditions: 
(1) this device may not cause harmful interference, and (2) this device must accept any interference 
received, including interference that may cause undesired operation.

For questions regarding your product, contact:

Hewlett-Packard Company

P. O. Box 692000, Mail Stop 530113

Houston, Texas 77269-2000

Or, call 

1-800- 652-6672

For questions regarding this FCC declaration, contact:

Hewlett-Packard Company

P. O. Box 692000, Mail Stop 510101

Houston, Texas 77269-2000

Or, call

(281) 514-3333

To identify this product, refer to the Part, Series, or Model number found on the product.

Canadian Notice (Avis Canadien)

Class A Equipment

This Class A digital apparatus meets all requirements of the Canadian Interference-Causing Equipment 
Regulations.

Cet appareil numéique de la classe A respecte toutes les exigences du Rèlement sur le matéiel brouilleur 
du Canada.

Class B Equipment

This Class B digital apparatus meets all requirements of the Canadian Interference-Causing Equipment 
Regulations.

Cet appareil numéique de la classe B respecte toutes les exigences du Rèlement sur le matéiel brouilleur
du Canada.
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European Union Notice

Products bearing the CE marking comply with the EMC Directive (89/336/EEC) and the Low Voltage 
Directive (73/23/EEC) issued by the Commission of the European Community and if this product has 
telecommunication functionality, the R&TTE Directive (1999/5/EC).

Compliance with these directives implies conformity to the following European Norms (in parentheses 
are the equivalent international standards and regulations):

• EN 55022 (CISPR 22) - Electromagnetic Interference 

• EN55024 (IEC61000-4-2, 3, 4, 5, 6, 8, 11) - Electromagnetic Immunity

• EN61000-3-2 (IEC61000-3-2) - Power Line Harmonics

• EN61000-3-3 (IEC61000-3-3) - Power Line Flicker

• EN 60950 (IEC 60950) - Product Safety

Taiwan Notice
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B
静電気対策静電気対策静電気対策静電気対策

システムをセットアップしたり、部品を取り扱う場合には、システムの損傷を防止するために
守らなければならないことがあるので注意してください。人間の指など、導電体からの静電気
放電によって、システム ボードなどの静電気に弱いデバイスが損傷して、耐用年数が短くなる
ことがあります。

静電気による損傷を防止するには、以下のことを守ってください。

• 運搬や保管の際は、静電気防止用のケースに入れ、手で直接触れることは避けます。

• 静電気に弱い部品は、静電気防止措置のなされている作業台に置くまでは、専用のケースに
入れたままにしておきます。

• 部品をケースから取り出す前に、まずケースごとアースされている面に置きます。

• ピン、リード線、回路には触れないようにします。

• 静電気に弱い部品に触れなければならないときには、つねに自分の身体に対して適切な
アースを行います。
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アースの方法アースの方法アースの方法アースの方法

アースにはいくつかの方法があります。静電気に弱い部品を取り扱うときには、以下のうち1つ
以上の方法でアースを行ってください。

• すでにアースされているコンピュータ本体にアースバンドをつなぎます。アースバンドは
柔軟な帯状のもので、アースコード内の抵抗は、1MΩ±10%です。アースを正しく行うため
に、アースバンドを肌に密着させてください。

• 立って作業する場合、かかとやつま先にアースバンドをつけます。導電性または静電気拡散
性の床の場合、両足にアースバンドをつけます。

• 作業用具は導電性のものを使用します。

• 折りたたみ式の静電気防止マットがついた、携帯式の作業用具もあります。

上記のような、適切にアースを行うための器具がないときは、HPのサービス窓口に連絡してく
ださい。

注注注注: 静電気について詳しくは、HPのサービス窓口にお問い合わせください。
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